
大型コンテナ船の動向について その 2-2    2013.12.20     岡本 洋 

   中国、日本のVLCS建造、COSCO,NACKS と韓国など     
   

来歴――「大型コンテナ船の動向について その2」の中の記述「日本勢の船主、造船所が登場しないのは寂しい」 

にたいし、神田修治氏より、次のような指摘があつた。「そんなことはなく、日本の造船のメガコンテナ船 

として、COSCO BELGIUMクラスがある。これは、13350TEUで、川崎基本設計、NACKS建造である」としている。 

これら建造船の事実は正しい。但し、前者本文の記述は「日本の造船所を対象」にした流れの中の表現と理解してもらえ 

ば良いと思う。ここにNACKS とは、「中国海運最大手のCOSCO と、川崎重工との合弁会社である NACKS(南通造船所)」 

のことで、1995年中国に会社設立、揚子江(長江)河口近くに新設された造船所である。技術面はすべて川重によるけれども 

それ以外はすべて中国造船所の性格をもっているのは言うまでもない。翻って、川重をふくめて、すべての日本造船所の、この 

大型コンテナ船分野に限らないが、受注面での泣き所は、特に韓国造船所に対し、技術面ではなく、「円高・ウォン安」の 

コスト競争力の面のハンデキャツプが大きいことにある。それを大きく支配するのは、造船会社ではなく造船所の立地場所に 

ある。「アベノミックスによる円安」により、この面の改善が期待される。――― 

 

1. NACK建造の大型コンテナ・・・船主はすべて COSCO、現代重工と併行建造 

NACKSにおける、>10,000TEUの大型コンテナ船についてみると、次の2シリーズ 

1.0万TEUを2008年4月から2009年3月にかけて4隻 現代重工でも略同一寸法、 4隻 

1.3万TEUを2013年3月から2014年9月にかけて8隻 ―うち4隻は竣工済 現代重工でも略同一寸法、8隻  

 が建造済または予定されている。もちろんこれらNACKS建造船の基本設計は川重・神戸によるものである。 

 

2.COSCO 社の大型コンテナ船 

COSCO   http://www.coscon.com/ourservice/shippingintro.do?selectI=2&locale=en   

Post Panamax  うち >10,000TEU。   Data Sourceにより数値が僅か異なるものもある. 

万TEU型 建造所 TEU 隻数 DW GT 船名(代表船) L      B        V k  

1.3万 南通 13,386 8 140,000 125,000 COSCO Belgium 366.00  x 51.2  x  24.3  

現代 13,114 8 142,105 141,716 COSCO Development 366.00  x 48.2  x  24.7  

1.0万 南通 10,020 4 115,776 101,000 COSCO Oceania   348.50  x 45.6  x  25.8  

現代 10,062 4 109,968 114,394 COSCO Europe  349.20  x 〃   x  25.8  

   

万TEU型 建造所 隻数 主機D x 1基 型 Hp シリーズ各船竣工    (年).月,     

1.3万 南通 8 12RT96-flex C-D SUL 98,410 (2013).3,6,8,12,  (2014).1,4,7,9 

現代 8 12K98ME B&W 93,622 (2011).6,8,8,  (2012).2,34,5,6. 

1.0万 南通 4 12K98MC B&W 93,350 (2008).4,8,11, (2009).3  

現代 4 12K98ME B&W 95,064 (2007).8,12, (2008).3,8 

第１図 南通造船 建造 >10,000TEUコンテナ船 COSCO 向け 現代造船所建造併記 

         主機出力はKW表示をHp  に換算 HP = KW x 1.36 

 

1.1 現代造船所と併行建造 ―― 略同寸法船 

1)ほぼ同一寸法船――ここに興味深いのは上記のように、これら2シリーズともに、COSCOは、NACKSと併行して、

同時期にそれぞれ、韓国・現代重工においても同隻数が連続建造していることである。 

2 シリーズともに L,B,d がわずかに異なるのみである事は注目を引く。それぞれ川重と現代重工それぞれの独自だと

思うが、不詳。 

2)建造時期――２シリーズ共に第１船の竣工が現代造船が次のように先行している。 

1.0万TEU型 現代がNACKSより、やく1年、1.3万TEU 型ではやく2年。 

 

以下はこの2シリーズについて、外観などを比較してみたものである。 

1.2 1.0万TEU 型シリーズNACKS 建造 “COSCO  OCEANIA” 型 2008年 以降~2009年 計4隻 

http://www.coscon.com/ourservice/shippingintro.do?selectI=2&locale=en


船名 COSCO     OCEANIA  PACIFIC   KAOHSIUNG   TAICANG 

 竣工年月       2008.4        2000.8     2008.11       2009.3    

 

↑第2図 NACKS建造 1.0万TEU型 シリーズ 第1船 “COSCO OCEANIA”   

↓  第2-1図 現代造船所 1.0万TEU型   シリーズ 第1船  “COSCO AFRICA” 

 

 

1.3 1.3万TEU シリーズ “COSCO  BELGIUM” 型 計8隻 2013~2014年。  

船名 COSCO  BELGIUM  FRANCE  ENGLAND  NETHERLANS  ( SPAIN,   ITALY , PORTUGAL,  DENMARK) 

 竣工年月    2013.3         2013.6     2013.8      2013.11        ( 2014.1    2014.4   2014.7       2014.9) 

 

 

↑第3図   NACKS 建造 1.3万TEU型 シリーズ 第1船 “COSCO  BELGIUM”  

↓第3-1図  現代造船所 建造1.3万TEU型 シリーズ 第1船  “COSCO DEVELOPMENT ”  

 

 

 

3. 比較などーNACKS、現代造船所、メルスク、MOl Comfortなど 

 １) メルスク・ラインの大型コンテナ船 ”EMMA MAERSK”がその処女航海で神戸港に入港したのは、2006 年

11月 8日のことであった。この時本船は 11,000TEUと公表されていたが、実質1.4万TEUだと業界紙では報じら

れていた。現在ではMaerskの hpなどには 15,000TEUとされている。このようにコンテナ船の大型化は、メルス

ク社が世界をリードしているわけだが、この”EMMA MAERSK”の就航によってコンテナ業界の流れは一気に>1.0万

TEUの壁をこえた。現在は、同社がE3(Economy of Scale,Energyefficency,Enviromentally improve)型として登場



させた1.8万TEU型が運行される時代となっている。―1.8万TEU型については続編でふれる予定。 

 2)一方上記第１図と合わせ考えるとCOSCO社は、”EMMA MAERSK”の登場に1年ぐらい遅れてこれをおつてい

る様子がわかる。同社向けに併行建造される 1.0、1.3万TEU型のそれぞれの船型比較は船首部や船尾の形状は専門

的にみるとなかなか興味深い。然し、就航後の運行実績から見た本当の意味での両建造船の比較こそが大事で知りた

いところだが、なかなかこれは我々に漏れてこない。これは船主ゃ運行関係者しか知らない。 

ここにあげたNACKS,現代造船所の1.0万、1.3万TEU 型はMOL Comfortの 0.8万TEU 型より更に大型だが、

同時期から就航の実をあげているのだが、先ずは安全運行を果たすことが大前提になることをMOL Comfortの全損

海難事故から思い知らされる。―MOL Comfort 海難についての海外関係者の評価アンケートについては続編でふれ

る。以下簡単にCOSCO とNACKS についてついてのべる。 

 

4. COSCO とNACKS について 

4.1 COSCO 中国遠洋運輸(集団)公司、China Ocean Shipping (Group) Company.  

中国北京市、1961年設立、国有企業海運会社。―― 

中国のTop 海運企業。 

  CKYH  Alliance (COSCO,  ”K”Lin, Yang Ming,      

Hanjin Shippingの４社)    

アライアンス のメンバー 

ほかに、これにつぐ船社としてCSCL ,China Shipping Container Lines 中国海運総公司 があ

る。下記の標記 

 

 

4.2南通造船所 :「南通中遠川崎船舶有限公司(NACKS)」 COSCO KHI SHIP ENGINEERING CO.,KTD. (NACKS) 

1995年設立造船所、中国・江蘇省・南通市(長江河口北岸部) 

1999年Open、2008年5月 第２ドック 完成、川重の技術 

により建造 

                              

建造どっく 

No.1 350 x 68 x 12.8m 

  No.2 500 x 80 m 

   夫々れ ３00ton、800 tonクレーン x 2 他 

                   

  ←第４図 南通造船 サイト 

  

http://www.nacks.com.cn/english/main.php  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Google より 

 

5.コンテナ船 各船社 Top 20 

http://www.alphaliner.com/top100/  

http://www.nacks.com.cn/english/main.php
http://www.alphaliner.com/top100/


          Alphaliner - TOP 100  Operated fleets as per 18 December 2013 

 のうち、Top 20 までを以下に示す。COSCOは第５位。日本外航3社とともに矢印で示す。 

 

 

メルスク社の突出ぶりとともに、続く２位、３位の巨大ぶりがわかる。この 3 社がアライアンスを組む P3 などについ

ては続編に譲る。以上。、  以下続編、未完。 

続編予定 「世界の1.8万TEU型コンテナ船」、「コンテナ船の大型化の歴史と問題点」「世界のコンテナ船勢力―

アライアンスなど」「大型化 日本の取り組みレヴュー」「MOL Comfort海難と海事マクロ評価」など。 

本項おわり。 

 

関連資料 「巨大コンテナ船 “EMMA MAERSK”  

1006.10.08 神戸港入港」 

1006.11 岡本 洋 P.Point 21駒 

より一部引用。 

 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわり 


